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第
55
回

　
仙
台
市
社
会
福
祉
大
会
が

�

開
催
さ
れ
ま
し
た　

令
和
２
年
９
月
１
日
（
火
）
に
ト
ー

ク
ネ
ッ
ト
ホ
ー
ル
仙
台
（
仙
台
市
民
会

館
）
に
て
、
第
55
回
仙
台
市
社
会
福
祉

大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

本
大
会
の
式
典
で
は
、
当
協
会
の
役

職
員
、
日
頃
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
点

訳
・
朗
読
・
手
話
・
要
約
筆
記
奉
仕

員
、
手
話
通
訳
者
お
よ
び
会
員
の
方
々

が
感
謝
状
の
贈
呈
、
ま
た
は
表
彰
状
の

授
与
を
受
け
ま
し
た
の
で
、
お
知
ら
せ

い
た
し
ま
す
。

◆
仙
台
市
長
感
謝
状

社
会
福
祉
団
体
関
係
者
で
団
体
活
動

を
通
じ
て
福
祉
事
業
の
推
進
に
貢
献
さ

れ
た
方
々

〇
役
員
（
３
名
）

熊　

谷　

勇　

一　

様

色　

川　

隆　

雄　

様

青　

砥　

孝　

治　

様

〇
職
員
（
１
名
）

早　

坂　

友　

子

多
年
に
わ
た
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

を
通
じ
て
市
民
福
祉
の
向
上
に
多
大
な

貢
献
を
さ
れ
た
方
々

○
点
訳
奉
仕
員
（
２
名
）

大　

泉　

淑　

子　

様

鴫　

野　

祐　

子　

様

◆
仙
台
市
社
会
福
祉
協
議
会
長
表

�

並
び
に
感
謝
状
贈
呈　
　

社
会
福
祉
団
体
ま
た
は
社
会
福
祉
施

設
の
役
職
員
で
功
績
顕
著
な
方
々

〇
職
員
（
２
名
）

田　

中　
　
　

哲

高　

橋　

美　

菜

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
参
加
し
市
民

福
祉
の
向
上
に
貢
献
さ
れ
た
方
々

〇
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
指
導
員（
４
名
）

飯　

田　

謙　

一　

様

加　

藤　

昭　

仁　

様

田　

中　

秀　

人　

様

照　

井　

ア
ヤ
子　

様

○
手
話
通
訳
者
・
奉
仕
員
（
５
名
）

武　

山　

美
恵
子　

様

金　
　
　

ひ
ろ
み　

様

渡　

辺　

恵　

子　

様

石　

川　

と　

く　

様

庄　

子　

智　

子　

様

〇
要
約
筆
記
奉
仕
員
（
１
名
）

福　

元　

智　

美　

様

〇
朗
読
奉
仕
員
（
１
名
）

菅　

野　

弘　

子　

様

◆
仙
台
市
障
害
者
福
祉
協
会
長
表
彰

身
体
的
障
害
を
克
服
し
、
自
立
更
生

を
し
て
い
る
他
の
模
範
と
な
る
方
々

○
自
立
更
生
者
（
４
名
）

佐　

野　

礼　

子　

様

茨　

木　

千
賀
子　

様

松　

本　

千
賀
子　

様

菅　

井　

健　

彦　

様

令
和
２
年
度

　
　
　
日
身
連
会
長
表
彰
報
告

去
る
令
和
２
年
６
月
４
日
に
当
協
会

の
色
川
隆
雄
理
事
が
社
会
福
祉
法
人
日

本
身
体
障
害
者
団
体
連
合
会
会
長
か
ら

更
生
援
護
功
労
者
と
し
て
表
彰
さ
れ
ま

し
た
。

本
来
は
、
第
65
回
日
本
身
体
障
害
者

福
祉
大
会
ひ
ろ
し
ま
大
会
に
お
い
て
表

彰
さ
れ
る
予
定
で
し
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍

の
影
響
で
大
会
が
中
止
と
な
っ
た
た

め
、
当
協
会
に
お
い
て
、
阿
部
一
彦
会

長
か
ら
表
彰
状
の
伝
達
を
行
い
ま
し
た
。

ご
本
人
の
輝
か
し
い
ご
功
績
を
た
た

え
、心
か
ら
お
祝
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。
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仙
台
市
身
体
障
害
者
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
教
室
「
市
内
散
策
教
室
」
を
実
施
し

ま
し
た

令
和
２
年
７
月
21
日
（
火
）
に
14
名

の
ご
参
加
を
い
た
だ
き
、
仙
台
市
身
体

障
害
者
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
教
室
「
仙

台
市
内
散
策
教
室
（
定
義
さ
ん
）」
を

実
施
し
ま
し
た
。

本
教
室
は
当
初
３
月
に
行
う
予
定
で

し
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
影
響
で
延
期
し
て
い
ま
し
た
。

定
義
さ
ん
で
は
、
西
方
寺
の
住
職
よ

り
定
義
さ
ん
の
由
来
等
の
お
話
を
お
聞

き
し
て
か
ら
、
定
義
さ
ん
を
散
策
し
ま

し
た
。

【
参
加
者
の
声
①
】

地
下
鉄
と
路
線
バ
ス
を

�

初
め
て
利
用
し
て　
　
　

�

赤
坂　
健
二
さ
ん

先
日
、
仙
台
市
障
害
者
福
祉
協
会
主

催
の
「
仙
台
市
内
散
策
教
室
」
に
、
地

下
鉄
と
路
線
バ
ス
を
利
用
し
て
、
定
義

さ
ん
に
参
拝
し
て
き
ま
し
た
。

定
義
如
来
、
浄
士
宗
極
楽
山
西
方
寺

に
て
、
住
職
様
に
よ
る
、
定
義
さ
ん
由

来
の
お
話
を
伺
っ
て
、
な
る
ほ
ど
と
感

動
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

当
日
の
集
合
場
所
は
、
仙
台
駅
の
中

央
改
札
口
、
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
前
で

す
。
そ
こ
に
行
く
ま
で
は
、
ど
う
行
け

ば
効
率
的
か
、
車
い
す
の
私
は
自
分
な

り
に
模
索
し
て
い
ま
し
た
。
友
人
の
は

か
ら
い
で
、
地
下
鉄
東
西
線
が
ベ
ス
ト

と
の
こ
と
で
、
動
物
公
園
駅
か
ら
仙
台

駅
ま
で
、
初
め
て
切
符
を
買
っ
て
乗
り

ま
し
た
。

（
本
当
は
、
切
符
を
一
人
で
買
え
な

か
っ
た
の
で
す
。
な
さ
け
な
い
！
く
や

し
い
！
人
生
終
わ
り
??
）
パ
ニ
ッ
ク
に

な
っ
た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。
今
ま

で
、
新
幹
線
で
東
京
な
ど
に
は
何
度
も

ひ
と
対
ひ
と
の
対
応
で
、
切
符
な
ど
を

入
手
で
き
た
の
で
す
が
。

仙
台
に
60
年
余
り
も
暮
ら
し
て
い
な

が
ら
、
地
下
鉄
に
は
一
度
も
乗
っ
た
こ

と
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
地
下
鉄
に

乗
る
に
は
、
家
か
ら
バ
ス
に
乗
っ
て
仙

台
駅
ま
で
…
路
線
バ
ス
に
は
「
決
ま

り
」
が
あ
り
、
と
て
も
利
用
は
で
き
ま

せ
ん
。

地
下
鉄
南
北
線
に
乗
る
に
は
、
ホ
ー

ム
と
電
車
の
間
隔
や
、
高
低
差
が
あ

り
、乗
る
に
は
大
変
で
す
。
東
西
線
は
、

高
低
差
が
な
く
、
の
り
や
す
か
っ
た
の

が
ラ
ッ
キ
ー
で
し
た
。

今
ま
で
、
一
度
も
地
下
鉄
に
乗
っ
た

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
皆
様
に

笑
わ
れ
ま
す
ね
！

今
回
の
市
内
散
策
に
、
歩
け
な
い
自

分
が
参
加
し
て
ど
う
な
る
か
？
迷
い
ま

し
た
が
、
自
分
自
身
の
行
動
範
囲
を
広

げ
る
た
め
に
も
、
参
加
し
て
本
当
に
良

か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

一
度
も
地
下
鉄
に
乗
る
こ
と
は
な
い

だ
ろ
う
と
諦
め
て
い
た
と
こ
ろ
、
福
祉

協
会
で
路
線
バ
ス
を
利
用
し
て
、
定
義

さ
ん
へ
お
参
り
す
る
企
画
を
知
り
、
感

動
で
し
た
。
太
白
協
会
の
役
員
の
方
々

の
ご
配
慮
で
、
地
下
鉄
に
乗
っ
た
り
、

路
線
バ
ス
の
旅
を
体
験
す
る
こ
と
が
で

き
、
い
い
思
い
出
に
な
り
ま
し
た
。
ま

た
、
路
線
バ
ス
で
、
定
義
さ
ん
に
参
拝

を
企
画
し
て
く
だ
さ
っ
た
仙
台
市
障
害

者
福
祉
協
会
に
も
、
心
か
ら
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

【
参
加
者
の
声
②
】

　
手
づ
く
り
マ
ス
ク
を
着
用
し
て

　
　
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
教
室
に

�

参
加
し
ま
し
た　

�

佐
藤
貞
子
さ
ん

４
月
に
仙
障
協
を
通
し
て
鈴
木
さ
ん

か
ら
頂
い
た
手
作
り
マ
ス
ク
を
着
用
し

て
参
加
し
ま
し
た
。
夏
の
日
差
し
の

下
、
移
動
距
離
も
あ
り
ま
し
た
が
、
息

苦
し
さ
も
な
く
快
適
な
使
い
心
地
で
し

た
。
ま
た
、
素
敵
な
デ
ザ
イ
ン
で
お

し
ゃ
れ
な
の
で
、
よ
り
一
層
お
出
か
け

を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

４月に寄贈いただいた『マス
ク』を着用しました。 市営バスから降りる様子
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仙
台
市
身
体
障
害
者
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
教
室
「
初
秋
の
蔵
王
を
散
策
し
よ

う
」
を
実
施
し
ま
し
た

令
和
２
年
９
月
８
日
（
火
）、
仙
台

市
障
害
者
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
教
室

「
初
秋
の
蔵
王
を
散
策
し
よ
う
」
を
実

施
し
ま
し
た
。

仙
台
よ
り
57
名
が
大
型
バ
ス
３
台
に

分
乗
し
て
山
形
蔵
王
山
頂
、
地
蔵
岳
を

目
指
し
ま
し
た
。

こ
の
日
の
山
形
は
台
風
の
影
響
も
あ

り
気
温
36
度
を
越
え
、
残
暑
が
厳
し
い

中
で
の
散
策
と
な
り
ま
し
た
。
参
加
者

の
ほ
と
ん
ど
が
初
め
て
の
蔵
王
、
初
め

て
の
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
と
い
う
こ
と
も
あ

り
、
ワ
ク
ワ
ク
す
る
気
持
ち
を
胸
に
、

ま
ず
は
、
蔵
王
山
麓
駅
か
ら
樹
氷
高
原

駅
を
目
指
し
ま
し
た
。

蔵
王
山
麓
駅
は
、
完
全
バ
リ
ア
フ

リ
ー
で
は
な
い
為
、
車
い
す
で
の
参
加

者
は
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
職
員
総
出
で
対
応

し
て
い
た
だ
き
安
全
に
乗
車
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

樹
氷
高
原
駅
で
乗
継
ぎ
、
標
高
１
７

０
０
ｍ
に
あ
る
地
蔵
山
頂
駅
に
着
く

と
、
風
は
心
地
よ
く
、
駅
か
ら
１
０
０

ｍ
離
れ
た
名
所
の
蔵
王
地
蔵
尊
ま
で

ゆ
っ
く
り
と
散
策
を
楽
し
み
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
は
、「
こ
こ
ま
で
来
れ
る

と
は
思
わ
な
か
っ
た
。」「
家
族
だ
け
で

は
無
理
、
み
な
さ
ん
に
感
謝
で
す
」
と

い
っ
た
声
や
、
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
職
員
の

腰
を
心
配
す
る
声
も
聞
か
れ
ま
し
た
。

予
定
よ
り
蔵
王
滞
在
が
長
く
な
っ
た
た

め
、『
ぐ
っ
と
山
形
（
観
光
物
産
館
）』

で
は
、
遅
め
の
ラ
ン
チ
と
な
り
ま
し

た
。
名
物
の
『
蔵
王
定
食
』
に
み
な
さ

ん
笑
顔
で
舌
鼓
、
疲
れ
た
体
を
癒
し
、

空
腹
を
満
た
し
ま
し
た
。

お
も
い
お
も
い
に
、
買
い
物
を
楽
し

み
、帰
路
に
就
き
ま
し
た
。
暑
さ
の
中
、

体
調
を
崩
す
こ
と
も
な
く
全
員
無
事
に

全
行
程
を
終
了
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。み

な
さ
ま
、
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。

ま
た
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
教
室
で
お

会
い
し
ま
し
ょ
う
。

仙
台
市
障
害
者
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
教

室
「
写
真
・
ス
ケ
ッ
チ
散
策
教
室
」
を

実
施
し
ま
す

令
和
２
年
10
月
27
日
（
火
）

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

塩
釜
港
発
着
の
遊
覧
船
に
乗
り
、
写

真
撮
影
等
を
行
い
、
下
船
後
に
ス
ケ
ッ

チ
散
策
を
行
い
ま
す
。

対
象
は
、
仙
台
市
内
に
お
住
ま
い
の

障
害
の
あ
る
方
と
付
き
添
い
の
方
80

名
。
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
と
な

り
ま
す
。

持
ち
物
は
、
①
カ
メ
ラ
（
携
帯
電
話

の
カ
メ
ラ
可
）
②
紙
や
画
材
等

費
用
千
円
（
遊
覧
船
乗
船
代
含
む
）

※
昼
食
代
は
別
途
実
費

申
込
は
電
話
又
は
配
布
す
る
申
込
用

紙
に
記
入
の
う
え
、
当
協
会
ま
で

マ
ス
ク
等
の
寄
贈
を
受
け
ま
し
た

令
和
２
年
７
月
30
日
（
金
）
に
、
認

定
特
定
非
営
利
活
動
法
人
ハ
ー
ト
フ
ル

福
祉
募
金
様
よ
り
当
協
会
ヘ
マ
ス
ク
１

２
０
０
枚
、
フ
ェ
イ
ス
シ
ー
ル
ド
３
０

０
枚
、
消
毒
液
１
２
０
本
の
寄
贈
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

こ
の
寄
贈
品
は
今
後
の
事
業
に
お
い

て
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

寄
贈
式
で
は
、
ハ
ー
ト
フ
ル
福
祉
募

金
佐
藤
隆
雄
理
事
長
よ
り
阿
部
一
彦
会

長
、
我
孫
子
經
廣
副
会
長
、
狩
野
勝
幸

副
会
長
に
マ
ス
ク
等
の
寄
贈
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

心
温
ま
る
ご
寄
贈
を
い
た
だ
き
ま
し

て
、誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

マリンゲート塩釜発着
貸し切りの船での塩釜湾内クルージング

寄贈式の様子
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仙
台
市
障
害
者
に
よ
る
書
道
・

　
　
　
写
真
・
絵
画
コ
ン
テ
ス
ト

�

入
賞
作
品
決
定　

仙
台
市
障
害
者
に
よ
る
書
道
・
写

真
・
絵
画
コ
ン
テ
ス
ト
（
第
35
回
障
害

者
に
よ
る
書
道
・
写
真
全
国
コ
ン
テ
ス

ト
の
予
選
を
兼
ね
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。
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金賞
佐野　礼子

「影も長く命輝く」

金賞
高橋　あゆみ

「遊」

金賞
斎藤　大輝

「想」

金賞
鈴木　正広

「るろろろ（かたつむり）あった！」

金賞
柴﨑　優美

「夏の夜は（百人一首）」

金賞
佐藤　笑美子

「ばあばの着物で」

書
道
の
部

写
真
の
部

絵
画
の
部

写
真
の
部
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令和２年度　仙台市障害者による書道・写真・絵画コンテスト入賞者一覧

【書道の部】� 敬称略

賞 氏　　名 作　品　名 賞 氏　　名 作　品　名

金賞 ※ 柴 崎 優 美 夏の夜は（百人一首） 銅賞 ○ 佐 藤 芳 江 翔雲

金賞 ※ 斎 藤 大 輝 想 銅賞 ○ 野 地　　　繁 勇

銀賞 ○ 浅 野 和 子 わらう 銅賞 ○ 追 木　　　伝 五輪

銀賞 ○ 田 中 琴 絵 撫子 銅賞 ○ 板 橋 教 子 希望

銀賞 ○ 伊 藤 怜 央 輝 銅賞 ○ 石 川 武 志 鮨

銀賞 ○ 武 藤 裕 生 讃歌 銅賞 ○ 早 坂　　　惇 祈り

【写真の部】

賞 氏　　名 作　品　名 賞 氏　　名 作　品　名

金賞 ○ 佐 野 礼 子 影も長く命輝く 銅賞 ○ 髙 橋 宗 徳 あなたもおたベ

金賞 ○ 佐　藤　笑美子 ばあばの着物 銅賞 ○ 塚 邉 麻 里 公園の花壇

銀賞 ○ 千 葉　　　弘 寄らば大樹の陰 銅賞 ○ 小 林　　　輝 花美

銀賞 ○ 三 浦 正 利 母、子、 銅賞 ○ 田 部 健 太 水たまりにうつるぼく

銀賞 ○ 工 藤 綾 華 またいきたい海 銅賞 ○ 月　舘　麻里菜 消えた発表会

銀賞 ○ 佐 藤 孝 志 桜が満開！！明日から
１年生なのに…コロナで延期… 銅賞 ※ 伊 藤 怜 央 毎日会える笑顔いっぱい

【絵画の部】

賞 氏　　名 作　品　名 賞 氏　　名 作　品　名

金賞 鈴 木 正 広 るろろろ（かたつむり）あった！ 銅賞 山 村 智 朗 ひめりんご

金賞 高　橋　あゆみ 遊 銅賞 板 垣 直 人 閃きと輝き

銀賞 吉 田 広 子 涙 銅賞 加 藤 文 雄 めかぶ（愛犬・チワワ）

銀賞 伊 藤 怜 央 仙台七夕 銅賞 川　﨑　由美佳 わたしのひまわり

銀賞 秋 山 祥 子 バラ 銅賞 佐 藤 琥 珀 かわかわ　わんちゃん

銀賞 宮　崎　源太郎 夏の広瀬川 銅賞 小 林 知 晃 ポッポー

・○は、第35回障害者による書道・写真全国コンテスト推薦作品
・※は、推薦の対象外



仙 障 だ よ り令和２年10月15日（4, 7, 10. 1 月各15日発行） （平成16年７月15日 第三種郵便物承認）第 97 号 （6）

令和２年度仙台市「心の輪を広げる体験作文」および「障害者週間のポスター」の入賞者一覧

令和２年９月18日（金）に令和２年度仙台市「心の輪を広げる体験作文」および「障害者週間
のポスター」の選考委員会において、下記のとおり入賞者を選考いたしました。

入賞者の皆さま、おめでとうございます。また、ご応募いただきました皆さま、障害者とのふ
れあいをテーマとした作品をお寄せいただきまして、ありがとうございました。

【小学校】作文� 敬称略
賞 氏　　名 題　　　名 学　校　名 学　年

最優秀賞 花 本 航 大 目が見えない僕のおじいちゃん 宮城教育大学附属小学校 ４年
優 秀 賞 小 嶋 佐 英 手話という言葉 仙台市立錦ケ丘小学校 ６年
優 秀 賞 土　屋　礼次郎 おじいちゃんから学んだこと 宮城教育大学附属小学校 ５年
優 秀 賞 木 村 蓮 太 障がいをもつ人と会って考えたこと 仙台市立田子小学校 ４年

【中学校】作文
賞 氏　　名 題　　　名 学　校　名 学　年

最優秀賞 飛 田 愛 音 友達として 仙台市立南中山中学校 ３年
優 秀 賞 後 藤　　　優 つながる心、つながる絆 仙台市立台原中学校 ２年
優 秀 賞 目　黒　七菜世 消えた笑顔 仙台市立加茂中学校 １年
優 秀 賞 玉　澤　優佳子 自然な行動から得た小さな微笑み 聖ドミニコ学院中学校 ２年
優 秀 賞 狩 野 景 衣 差別と優しさの違い 聖ドミニコ学院中学校 ２年
優 秀 賞 佐々木　美　緒 心の輪 仙台市立将監中学校 ２年

【高校】作文
賞 氏　　名 題　　　名 学　校　名 学　年

最優秀賞 坂 本 波 奈 祖母と私 宮城県立西多賀支援学校 ３年
優 秀 賞 山 田 に な 妹たちから学んだこと 聖ドミニコ学院高等学校 １年

【一般】作文
賞 氏　　名 題　　　名 区　　　分 備　考

最優秀賞 渡 辺 伯 加 交換日記 一般
優 秀 賞 大久保　克　子 私の更なる願い 一般

【小学校】ポスター
賞 氏　　名 題　　　名 学　校　名 学　年

最優秀賞 宮 路 曜 全 にじ 私立ホライゾン小学校 １年
優 秀 賞 白 石　　　咲 みんな仲間だから助け合おう。 仙台市立上杉山通小学校 ５年
優 秀 賞 佐 藤 結 心 せいくらベ（そうぐ・わたし・まつばつえ） 仙台市立泉松陵小学校 １年
優 秀 賞 櫻　田　愛惟香 ボッチャ 仙台市立南光台東小学校 ５年
優 秀 賞 鈴 木 陽 仁 たのしくすすむ 仙台市立西山小学校 １年
優 秀 賞 鈴 木 悠 月 おしゃべり 仙台市立西山小学校 ４年

【中学校】ポスター
賞 氏　　名 題　　　名 学　校　名 学　年

最優秀賞 佐々木　　　瞳 お仕事中だよ 聖ドミニコ学院中学校 ２年
優 秀 賞 松 田 橙 子 声がなくても 仙台市立第一中学校 ３年
優 秀 賞 我 妻 柊 季 助け合うということ 仙台市立第一中学校 ３年
優 秀 賞 藤　嶋　　　楓 目に見えない障がいがある方への気づかいの気持ち 聖ドミニコ学院中学校 ２年
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令和元年度「資金収支計算書」の訂正について

令和２年７月１５日発行の「仙障だより」第９６号にて掲載の誤りがありました。お詫び申し上げます。

（単位：円）

介護保険事業収入 687,000 653,810 33,190

障害者就労支援事業収入 9,218,000 8,699,002 518,998

障害福祉サービス等事業収入 533,619,000 486,215,980 47,403,020

自立生活推進事業収入 143,414,000 117,153,822 26,260,178

収益事業収入 19,105,000 18,446,814 658,186

経常経費寄附金収入 2,185,000 2,465,000 △ 280,000

受取利息配当金収入 23,000 6,481 16,519

その他の収入 8,105,000 7,865,082 239,918

    事業活動収入計（1） 716,356,000 641,505,991 74,850,009

人件費支出 507,810,000 439,122,416 68,687,584

事業費支出 86,844,000 70,660,091 16,183,909

事務費支出 97,283,000 80,617,330 16,665,670

就労支援事業支出 9,218,000 8,699,002 518,998

その他の支出 1,720,000 1,438,800 281,200

法人税住民税事業税支出 120,000 811,700 △ 691,700

    事業活動支出計（2） 702,995,000 601,349,339 101,645,661

13,361,000 40,156,652 △ 26,795,652

施設整備等補助金収入 1,030,000 1,030,000 0

    施設整備等収入計（4） 1,030,000 1,030,000 0

固定資産取得支出 412,000 1,441,366 △ 1,029,366

    施設整備等支出計（5） 412,000 1,441,366 △ 1,029,366

618,000 △ 411,366 1,029,366

積立資産取崩収入 2,998,000 2,998,000 0

その他の活動による収入 0 14,300 △ 14,300

    その他の活動収入計（7） 2,998,000 3,012,300 △ 14,300

積立資産支出 2,786,000 2,786,634 △ 634

    その他の活動支出計（8） 2,786,000 2,786,634 △ 634

212,000 225,666 △ 13,666

1,000,000 1,000,000

13,191,000 39,970,952 △ 26,779,952

213,600,000 211,694,420 1,905,580

226,791,000 251,665,372 △ 24,874,372

資資金金収収支支計計算算書書

自　平成 31 年  4 月  1 日　至　令和  2 年  3 月 31 日

勘　定　科　目 予　　算　(A) 決　　算　(B) 差 異 (A) - (B) 備　考

  予備費支出（10）

収
　
入

支
　
出

事
業
活
動
に
よ
る
収
支

  事業活動資金収支差額（3）=（1）-（2）

収
入

支
出

 施よ
 設る
 設収
 備支
 等
 に

  施設整備等資金収支差額（6）=（4）-（5）

  当期資金収支差額合計（11）=（3）+（6）+（9）-（10）

  前期末支払資金残高（12）

  当期末支払資金残高（11）+（12）

収
入

支
出

 そに
 のよ
 他る
 の収
 活支
 動

  その他の活動資金収支差額（9）=（7）-（8）
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令和２年度の主な事業について
� 社会福祉法人仙台市障害者福祉協会

月 日（曜日） 行　　　事　　　等　　　名 場　　　所

10月
22日（木） 加入団体会議 福祉プラザ

27日（火） 仙台市障害者レクリエーション教室
（写真・スケッチ散策教室） 塩釜市

11月 14日（土） 仙台市障害者福祉大会・交流会 メルパルク仙台

12月

６日（日） 福祉まつり「ウエルフェア2020」
（障害者週間記念式典） 福祉プラザ

14日（月） 法人設立記念日

14日（月） 法人年忘れ交流会 メルパルク仙台

17日（木） 加入団体会議 福祉プラザ

１月 15日（金） 仙障だより98号発行

２月

18日（木） 加入団体会議 福祉プラザ

26日（金） 政令指定都市身体障害者福祉団体連絡協議会
団体長等会議 川崎市

28日（日） 新春の集い メルパルク仙台

３月
11日（木） 法人内職員合同防災訓練

（福祉避難所開設訓練ほか）
25日（木） 第３回定時理事会 福祉プラザ

※新型コロナウイルスの感染状況により予定が変更になる場合がございます。


